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SERIAL CLOCK
model:SL910
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LTC OUT

GPI-2

LTC IN

LTC PROCESSOR

RS422

SYSTEM CONTROLLER

 BB INPUT STATUS

COM (RS422)

Serial Clock Data Input

1S, 1M, 1H, 24H Pulse outputs

GPI-1

LTC_OUT

GPI-1

FUSE

RS232

DISCONNECT INPUT POWER
BEFORE REPLACING FUSE

MAINS~
EXT SYNC (BB)

PUSHLTC_IN

RS422/485 COM (RS422)

�CURRENT,INC.  model:SL910 SN    ___________  100-120VAC 50/60Hz, MAX=10W, FUSE=250V 500mA, IEC127 5x20mm MADE IN JAPAN   ### CAUTION ! RISK OF ELECTRIC SHOCK DO NOT OPEN ###

! �CAUTION !!

push for 75Ω termination

on
off

GPI-2

Manual Adjust command

Serial Clock Data Input

Drop Frame STATUS

Default input

CURRENT PRODUCTS model:SL910
SER IAL  CLOCK

●シリアル時刻信号からＬＴＣを生成 ●オート自走モード 
●ＳＥＩＫＯ社 TMC-100J、TDC-300 対応
●子時計としても動作 ●時報パルスなどのＧＰＩポート
●１９インチ１Ｕサイズ 

ＳＬ９１０はＳＥＩＫＯ社の放送局用親時計ＴＭＣ−１００Ｊが出力
するシリアル時刻データからＬＴＣを出力するインターフェースです。自
走モードを備えていますのでシリアルデータが１秒以上とぎれたり入力
されていない場合には自動的に切り替わります。

◆入力データ
ＳＥＩＫＯ社のＴＭＣ−１００Ｊと同様のシリアル時刻信号を入力し

ます。他の局時計フォーマットの TMC シリーズや TDC-300 でも使用で
きます。通信プロトコルは 2400bps、N81 で、電気的フォーマットはＲＳ
４２２及びＲＳ４８５に適合します。自走モードでは日付データ

（LEITCH フォーマット）の年月日及び曜日は出力しません。日付データ
は同期モードから自走モードに切り替わった場合には直前のデータを保
持しますが２４時をすぎても更新は行われません。

◆ＬＴＣ出力
ＸＬＲバランス出力ですが、アンバランス接続する場合にはホットとＧ

ＮＤのみを接続してください。基準出力レベルは＋４ｄＢｕで、−３０
〜＋７ｄＢｕまで３ｄＢステップで変更できます。自走時のフレームモー
ドはドロップ、ノンドロップで、フレームレートは２９．９７、３０を設定
できます。

◆ＧＰＩポート
毎秒、毎分、毎時、毎日（０時）パルスを出力します。

◆外部同期
ＢＢまたはＬＴＣの外部同期信号が入力された場合にはそのタイミン

グに従ってＬＴＣを出力します。

◆表示
フロントパネルにはＴＣＧ、ＴＣＲ、シリアルクロックの時刻を表示し

ます。また、１Ｈ、１Ｍ、１Ｓのデシマルポイントはそれぞれドロップフ
レーム、ＢＢ同期、シリアルクロック同期を表します。

SERIAL INPUT: RS232, RS422/485, 2400bps, Dsub9-F (#4-40)
LTC INPUT: XLR3-F, 10kΩ, -20 to +15dBu
LTC OUTPUT: XLR3-M, 600Ω, +4dBu
SMPTE FRAME: 29.97, 30Hz
EXTERNAL SYNC SIGNAL: BB, 29.97, 30Hz
EXTERNAL SYNC CONNECTOR: BNC, 75Ω, LOOP THRU
GPI-1,2: Dsub9-F (#40-40)
MAINS: 100VAC 50/60Hz MAX10W
DIMENSIONS: 482Wx44Hx303D, 4kg

◆調整
各種モードの設定はフロントパネル右のロータリエンコーダーで行い

ます。また、自走モード時には任意の時刻を設定することができます。な
お、各種設定を行った場合には電源の再投入を行って下さい。

◆その他
また、異なる形状、表示方式などのタイプも製作いたしますのでお問い

合わせ下さい。

御注文型番：ＳＬ９１０
標準価格：￥６４０，０００（税別）

付属品：ＡＣケーブル

S P E C I F I C A T I O N S

RS422/485 DSUB9-F

01 FG 06 TX G

02 TX - 07 TX +

03 RX + 08 RX -

04 RX G 09 FG

05 

RS232 DSUB9-F

01 06 

02 TX 07 

03 RX 08 

04 09 

05 GND

COM DSUB9-F

01 FG 06 RX G

02 RX - 07 RX +

03 TX + 08 TX -

04 TX G 09 FG

05 

GPI-1 DSUB9-F

01 0V 06 +5V

02 SEC 07 MINUTE

03 HOUR 08 DAY

04 09 

05 

GPI-2 DSUB9-F

01 0V 06 +5V

02 ADJ SW 07 ADJ LP

03 08 

04 09 

05 
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Serial Clock Data Input
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ＡＣ入力
１００Ｖ、５０／６０Ｈｚで使用してくだ
さい。ヒューズは１２５Ｖまたは２５０Ｖ
５００ｍＡの５ｘ２０ｍｍタイプを使用し
て下さい。

ＣＯＭポート
テスト用のＲＳ−４２２ポートです。通信プロト
コルは９６００ｂｐｓ、Ｎ８１です。取付ネジは
#4-40インチです。

ＧＰＩー１ポート
秒、分、時、日パルスをオープンコレクターで出
力します。取付ネジは#4-40インチです。

ＧＰＩー２ポート
マニュアルで強制校正をする場合に使用します。マ
ニュアル校正時にはタリーは出力されません。取付
ネジは#4-40インチです。

ＬＴＣ入力
１０kΩのバランス入力で、ー
２０ｄＢｕ〜＋１５ｄＢｕの
レベルに対応します。ＢＢに
変わる同期源として使用でき
ます。(詳細ページの注意事項
を参照）

ＬＴＣ出力
入力されたシリアル時刻信号に同期したＬ
ＴＣを出力します。600Ωのバランス出力
で、基準レベルは＋４ｄＢｕです。設定に
よりー３０ｄＢｕから＋７ｄＢｕまで３ｄ
Ｂステップで変更することが出来ます。ま
た、LEITCH CSD-5300のフォーマットの
年月日及び曜日も出力します。アンバラン
ス接続する場合にはコールド側ピンはオー
プンにしてください。（２０１４年１月以降
出荷分にはトランスを内蔵していますので
コールドはＧＮＤと接続して下さい。）

ＲＳ２３２Ｃシリアル入力
ＳＥＩＫＯ社のＴＭＣ−１０
０Ｊ仕様のシリアル時刻信号
を入力します。通信プロトコ
ルは２４００ｂｐｓ、Ｎ８１
で、電気的フォーマットはＲ
Ｓ２３２です。取付ネジは#4-
40インチです。

ＢＢ入出力
ＬＴＣジェネレータの同期信号で
す。ループスルーを使用しない場
合にはターミネーションスイッチ
をＯＮにするか、７５Ωのダミー
プラグを実装して下さい。

ＲＳ４２２／４８５シリアル入力
ＳＥＩＫＯ社のＴＭＣ−１００Ｊ仕様のシリアル時刻信号を入力しま
す。通信プロトコルは２４００ｂｐｓ、Ｎ８１で、電気的フォーマッ
トはＲＳ４２２／４８５です。デフォルトではこのポートが選択され
ます。取付ネジは#4-40インチです。
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設定ノブ
通常動作時にノブを回すと次回の校正時刻を表示します。
ノブをダブルクリックするとマニュアル校正を行います。校正中はＣＡＬ
と表示され、GPI-2ポートにタリーが出力されます。

ノブを１秒以上押し続けると設定モードに入ります。ここから抜ける場
合はノブを１秒以上押し続けるか、設定メニューの９９で０（キャンセル）
または１（書き込み）を設定します。設定内容に関しては詳細ページを参
照してください。

シリアルクロックに同期していない場合にノブを短く押した場合には内
部クロックの時刻設定モードに入ります。

表示
ＴＣＲ、ＴＣＧ、ＣＬＯＣＫ表示及び各種状態表示を行い
ます。各桁のデシマルポイント（右下のドット）では以下
の状態を表示します。
時桁：ＴＣＧでドロップフレームを選択している場合。
分桁：ＢＢにロックしている場合。
秒桁：シリアルクロックデータにロックしている場合。



[電源投入]
LED に 'Hello' を表示し、シリアルクロックが入力されるのを待ち、クロックの入力を検出するとその時間を

TCG に書込み RUN します。約３秒間入力がないと 00:00:00 から TCG が RUN します。

[動作]
TCG は SYNC で設定されているソースに同期し RUN します。SYNC=BB の時、BB の異常を検出すると同期

ソースが INT に変更されますが、BB を検出すると再び BB が同期にソースとなります。

ADJSTA 及び ADJWD で設定されている時刻になるとシリアルクロックとの補正を実行します。また、ＧＰＩ
ー２のリモート ADJUST 入力があった場合も補正が実行されます。（ADJSTA は校正時刻、ADJWD は校正間隔）
補正実行時にシリアルクロックの入力がない場合、入力されるまで待ってから補正が行なわれ、シリアルクロッ
クが無くなった場合には再びクロックが検出された時点で再補正が行なわれます。一度補正が実行されると
ADJWD の時間が経過した後か ADJSTA の時刻になった時に再び補正が行なわれます。
補正実行開始時にＧＰＩー２の ADJUST 出力が ON になり、同期が完了すると OFF になります。

（シリアルクロックがない場合、ON のままになります。)

※ADJSTA,ADJWD による同期がシリアルクロックの時刻がその時刻になると実行されます。
各同期はシリアルクロックが入力されていない場合は実行されません。

[その他]
時刻またはメモリー設定中以外のときにノブを回すと約 0.5 秒間、次に補正が行なわれる時刻が表示されます。

シリアルクロックの入力がある時にノブを約 200msec 以内に２回押すと補正が行なわれます。（ダブルクリック）
この操作があった場合、LED に 'CAL' を約 0.5 秒間表示します。

モニター（テスト用シリアルターミナル）がイネーブル状態の時は SYNC が切換わると、その状態をモニターポ
ートに出力します。(SYNC=BB または SYNC=INT)

モニター（テスト用シリアルターミナル）がイネーブル状態の時は補正が実行したときに、その内容と発生時刻
をモニターポートに出力します。出力内容は次の通りです。

Adjust(1) at HH:MM:SS ;電源投入時の補正
Adjust(2) at HH:MM:SS ;シリアルクロックが無くなって再び入力したときの補正
Adjust(3) at HH:MM:SS ;ADJSTA/ADJWD による指定時刻による補正
Adjust(4) at HH:MM:SS ;ＧＰＩー２の ADJUST SW による指定時刻による補正
Adjust(5) at HH:MM:SS ;エンコーダノブからの操作による補正
Adjust(6) at HH:MM:SS ;シリアル時計の値の不連続を検出したことによる補正
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[時刻設定]
エンコーダノブを短く押すと時刻設定モードになり、設定中の桁が点滅します。（最初はＨ桁が点滅）
ノブを回し H 桁を設定しノブを押すと M 桁が点滅します。同様に M 桁、S 桁を設定します。S 桁の設定が終わ
ると TCG にその時刻を書込んだ後、通常モードに戻ります。なお、シリアルクロック入力されている時は時刻設
定モードにはなりません。

[メモリー設定]
設定値を確実に反映させるために実運用に入る前に必ず電源を再投入して下さい。
特に補正時刻に関しては電源投入時に新しい設定値をロードします。

エンコーダノブを１秒間以上押し続けるとメモリー設定モードになり、EEPROM の内容を参照、変更することが
できます。

メモリー設定モードでは H 桁にメモリーアドレス、S 桁にその内容が表示されます。（共に１０進表示）
メモリー設定モードになった直後は８番地になります。('08 - - 00'が表示される)

H 桁が点滅しているときはアドレスの選択になります。選択できないアドレスは飛ばされます。アドレスを指定
し SW を押すと S 桁の点滅に移ります。

S 桁はそのアドレスの内容が表示されているので 変更する場合はノブを回し設定します。
S 桁はそのアドレスごとに変更できる数値の範囲しか変化しません。
S 桁が点滅しているときに SW を押すと再び H 桁(アドレス)の点滅になります。

アドレス９９にいずれかの値を登録することによりメモリー設定モードを終了します。
'９９'に０を登録　設定キャンセル（以前の設定のまま変更されません）
'９９'に１を登録　設定を実行し EEPROM に書込みます。
'９９'に２を登録　EEPROM を出荷時の状態に戻します。

また、メモリー設定中に SW を１秒間以上押し続けると書込み終了します。
(９９に１を登録したのと同じ動作)

モニターを接続する場合の設定値とポートの関係は以下の通りです。
番地 17 16

0 0 COM ポート 9600bps (ｅｓｃで接続）
0 1 COM ポート 9600bps (ｅｓｃで接続）
1 0 RS422 ポート 2400bps (ｍｏｎで接続）
1 1 RS232 ポート 2400bps (ｍｏｎで接続）ＰＣとはストレート結線
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[EEPROM]
※本体の設定モードでは１０進表示なので以下の表記も１０進としています。（　）内は１６進表記です。

ADRS SYMBOL defalt
08(08H) ADJSTA 00 補正開始の固定時刻 00〜23
09(09H) ADJWD 00 次の補正までの間隔（単位は時） 00〜23  00 の時は固定時刻のみ
10(0AH) ADJINH 00 補正禁止フラグ  01 にセットすると補正を行いません
11(0BH) SYNC 00 SYNC ソース 00=BB 01=INT 02=TCR
12(0CH) FMODE 00 Frame Mode 00=Drop 01=Non drop
13(0DH) FRATE 00 Frame Rate 00=29.97 01=30
14(0EH) TCGAIN 14 TCG 出力ゲイン 00〜15(0FH) 00=0FF 12=0dB

+/-3db step (14=+4dBu)
15(0FH) TCYMD 00 出力 TC に日付を入れるどうかのフラグ 00=Yes 01=No
16(10H) SPORT 01 シリアル時計の入力ポート  00=RS422 01=RS232C
17(11H) MPORT 00 モニター入出力ポート 00=UTC(COM422) 01=CPU(232C/422)
18(12H) DITEM 00 表示データ  00=TCG , 01=TCR , 02=CLOCK , 03=DEBUG
19-127(13H-7FH) 未使用

[メモリー設定詳細]
00-07  設定モードでは選択できません。

08 ADJSTA 00 補正開始時刻で 00-23 の範囲で指定します。
電源投入時にロードされますので変更したら電源を再投入して下さい。

09 ADJWD 00 補正を行なう間隔（単位は時）。00-23 の範囲で指定します。
00 にした場合、ADJSTA の時刻のみの補正となります。何等かの要因で
補正が行なわれた後の ADJWD 時間後に再補正が行なわれます。ただし、
ADJWD による補正は必ず毎正時(00 分 00 秒）に行なわれます。例えば
ADJWD=01 のとき 12:30 に補正が発生した場合、次の補正は 13:00 に
なります。その後は 14:00 ,15:00 に補正が発生します。

10 ADJINH 00 01 にすると ADJSTA, ADJWD による補正が禁止されます。

11 SYNC 00 TCG の同期ソースの指定。
00=BB , 01=INT（内部クリスタル）, 02=TCR（入力されたＬＴＣ）
TCR を選択した場合には LTC 出力が不安定になるため一度、表示モー
ド(18)で TCR を選択する必要があります。その後は任意の表示モードを
選択しても構いません。なお、このモードを選択後に電源の再投入の必
要はありあません。
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12 FMODE 00 00=Drop frame , 01=Non drop frame

13 FRATE 00 SYNC が INT の時の Frame rate の設定
00=29.97Hz , 01=30Hz

14 TCGAIN 14 TCG の出力ゲインの設定。(00 - 15 の範囲)
00:off 04:-24db 05:-21db 06:-18db 07:-15db 08:-12db 09:- 9db
10:- 6db 11:- 3db 12:  0db 13:  3db 14:  6db 15:  9db

15 TCYMD 00 TCG 出力に年月日を入れるかどうかの指定
00=Yes , 01=No （LEITCH フォーマット）

16 SPORT 00 ｼﾘｱﾙｸﾛｯｸの入力ポートの指定。
00=RS422 , 01=RS232C

17 MPORT 00 モニターの使用ポートの指定。
00=UTC , 01=CPU
UTC を指定した場合は COM422 ポートで 9600bps になり、CPU の場
合は SPORT で指定したポートで 2400bps になります。

18 DITEM 00 表示データの指定。
00=TCG , 01=TCR , 02=シリアルクロック , 03=DEBUG
TCG の場合は TCG の出力データを表示します。TCR の場合、TCR の
入力データを表示します。（本機では表示のみ）
シリアルクロックの場合はシリアルクロックの入力データを表示します。
（補正が正常な場合には TCG と同じ表示になります）
DEBUG の場合、補正確認用のデバッグ表示となります。H 桁にシリア
ルクロックの秒、M 桁 S 桁に JUST TIME を受信したタイミングの
TCG のSS:FF を表示します。
S 桁(TCG の Frame)はシリアルクロックと TCG の差(Frame)を表わしま
す。ただし、29.97/Drop の場合、１分ごとに±0〜2F の差が繰返し表示
されることになります。（正確なシリアルクロックと BB SYNC の場合)

19-127(13H-7FH) 設定モードでは選択できません。

99 01 終了モード
00=cancel キャンセル（以前の設定のまま変更されません）
01=write EEPROM に書込みます。
02=initialize EEPROM を出荷時の状態に戻します。
また、メモリー設定中にノブを１秒間以上押し続けると書込終了します。
(01 と同じ動作)

SL910 GENERAL CURRENT
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"RS232" D9-F(#"RS232" D9-F(#4-40) 

Ribbon Hard Signal name Designation Active

1 1

2 6

3 2 TX TX

4 7

5 3 RX RX

6 8

7 4

8 9

9 5 GND GND

"RS422//485" D9"RS422/485" D9-F(#4-40) 

Ribbon Hard Signal name Designation Active

1 1 FG GND

2 6 TX0 TX GND

3 2 TX- TX -

4 7 TX+ TX +

5 3 RX+ RX +

6 8 RX- RX -

7 4 RX0 RX GND

8 9 FG GND

9 5

"COM ((RS422)"" D9-F(#4-40) 

Ribbon Hard Signal name Designation Active

1 1 FG GND

2 6 RX0 RX GND

3 2 RX- RX-

4 7 RX+ RX+

5 3 TX+ TX+

6 8 TX- TX-

7 4 TX0 TX GND

8 9 FG GND

9 5

注意！ Ｄサブコネクタのの接続はＨＡＲＤピン番号で接続してください。取付は＃４－４０インチビスです。

CAUTION! DD-Connector for wiring refer toHard pin number Descriiption. Mounting screw for D-connector usee #4-40 size.

"SL910" Connector Pin List 1

(c)2007 CURRENT,INC.



"GPI-1"" D9-M(#"GPI-1" D9-M(#4-40) 

Ribbon Hard Signal name Designation Active

1 1 SW COM SWITCHES COMMON 0V

2 6 LP COM LAMPS COMMON 5V

3 2 SEC LP SEC TALLY Lo

4 7 MINUTE LP MINUTE TALLY Lo

5 3 HOUR LP HOUR TALLY Lo

6 8 DAY LP DAY TALLY Lo

7 4

8 9

9 5

"GPI-2"" D9-M(#"GPI-2" D9-M(#4-40) 

Ribbon Hard Signal name Designation Active

1 1 SW COM SWITCHES COMMON 0V

2 6 LP COM LAMPS COMMON 5V

3 2 ADJUST SW MANUAL ADJUST SWITCH Lo

4 7 ADJUST LP MANUAL ADJUST TALLY Lo

5 3

6 8

7 4

8 9

9 5

注意！ Ｄササブコネクタのの接続はＨＡＲＤピン番号で接続してくだださい。取付は＃４－４０インチビスです。。

CAUTION! D-Connector for wiring refer toHard pin number Descriiption. Mounting screw for D-connector use #4-40 size.

"SL910" Connector Pin List 2

(c)2007 CURRENT,INC.




